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青空と縁と産業のまち昭和町

1994 

平成6年ア月4日
発 行

〔町の人口〕

男 7，012人(+19) 

女 6，555人(-9) 

計 13，567人(+10) 

世帯数 4，787戸 (十17)
6月1日現在。( )内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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E記官制1~憲主主ヨ

第七代昭和町長に

任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
町
長
選
挙
が
、
五
月
十
日
に
告
示

さ
れ
、
現
職
で
三
選
を
目
指
す
泉
幸
弘
氏
と
前
町
議
会
議
員

三
神
善
章
氏
の
二
人
が
立
候
補
し
、
五
月
十
五
日
(
日
)
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
票
は
同
日
午
後
七
時
よ
り
昭
和
町
中
央
公
民
館

で
即
日
開
票
さ
れ
、
選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

な
お
、
泉
幸
弘
氏
の
当
選
証
書
付
与
式
が
翌
日
十
六
日
の

午
前
十
一
時
か
ら
役
場
別
棟
新
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

〈
選
挙
結
果
》

当
日
有
権
者
数
九
、
七
一

O
人

投

票

者

数

七

、

四

O
三
人

v
v
v
v
v
v
v
ム
ム
ム
ム
ム
ム

泉
幸
弘
氏
・
・
四
、
九
四
五
票

三
神
善
章
氏
・
・
二
、
三
四
一
票

無

効

・

一

一

七

票

しょうわ平成6.7.1 ②広報企選挙管理委員長より

三
期
目就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

一
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り

澄
ん
だ
夜
空
に
天
の
川
の
、
つ
つ
く
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆

様
に
は
お
元
気
に
て
毎
日
を
お
過
し
の

事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
去
る
五
月
十
五
日
の
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
多
く
の
人

達
の
温
か
い
ご
支
援
と
信
頼
を
受
け
て
、

良
い
結
果
に
て
三
期
目
の
町
長
に
当
選

出
来
、
引
続
い
て
町
政
を
担
当
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

過
去
八
年
間
の
私
が
町
政
を
担
当
し

た
中
で
、
公
平
で
ど
の
地
区
も
日
の
当

る
よ
う
に
、
そ
し
て
対
話
町
政
を
基
本

理
念
と
し
、
身
近
な
環
境
整
備
と
き
め

こ
ま
や
か
な
町
政
の
推
進
と
を
併
せ
て
、

や
が
て
来
る
二
十

一
世
紀
に
向

つ
て
の

基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
よ
う
な
町
づ
く
り
に

専
心
努
力
し
て
き
た
事
が
、
各
地
区
の

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
い
た



だ
い
た
結
果
で
あ
る
と
思
う
と
き
、
こ

れ
か
ら
四
年
間
更
に
こ
の
信
頼
に
沿
う

べ
く
心
と
心
の
通
う
暖
か
味
の
あ
る
町

政
、
他
の
町
村
で
う
ら
や
ま
れ
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
、
経
済
は
低
迷
し
回
復
の
き
ざ
し

も
少
し
は
見
え
は
じ
め
ま
し
た
が
、
本

年
は
大
変
き
ぴ
し
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
選
挙
中
約
束
し
た
各
種
の
施
策
と

事
業
は
、
職
員
と
一
体
と
な
り
英
智
を

し
ぼ
っ
て
逐
次
実
施
し
て
い
き
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
町
づ
く
り
と
、
そ
し
て
、

町
民
の
す
べ
て
の
人
達
が
健
康
で
楽
し

い
生
活
が
毎
日
で
き
る
よ
う
な
町
政
の

推
進
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ど

う
ぞ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
も
今
迄
お
寄

せ
下
さ
い
ま
し
た
以
上
の
ご
協
力
と
御

』

V

職
員
の
出
迎
え
を
受
け
登
庁

理
解
を
い
た
だ
き
、
来
る
べ
き
二
十
一

世
紀
の
時
代
に
、
幸
福
で
住
み
よ
い
福

祉
社
会
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
三
期
目
の
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

M

笹川

t受
百一一

r

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
(
定
員
二
名
)

が
五
月
十
日
に
告
示
さ
れ
、
築
地
新
居

区
の
井
上
仲
千
氏
と
上
河
東
区
の
上
田

文
義
氏
が
無
投
票
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た
両
氏
に
は
五
月
十
六
日

午
前
十

一
時
よ
り
、
役
場
別
棟
新
会
議

室
に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
堀

内
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。

上田文義氏

(上河東)

‘新緑の中で野外訓練砂

• 

保健指導係

@昭和町リハビリ教室e• 

6月1日、町リハビリ教室の野外訓練が、白

州町駒自然センターで行われました。この野外

訓練は普段出歩く機会が少ないみなさんが、自

然に触れあえるようにと、年 1度行われていま

す。

当日は、訓練のほか、やまめ釣りやバーベキ

ューなどで楽しい一日を過ごしました。

リハビリ教室は現在、町総合会館機能訓練室

で、理学療法士の指導による訓練を月 2回、自

主訓練を月 1回行っています口

身体に障害をお持ちの方で、この教室に参加

してみたい方は、健康福祉課までお問合せくだ

さい。

0役場健康福祉課
(ft75-211I) 
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〈
自
衛
官
募
集
相
談
員
〉

河
東
中
島
三
番
地

長
年
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
、
市
川
満
氏

の
ご
逝
去
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
、
昭

和
町
長
及
ぴ
自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部

長
よ
り
昭
和
町
担
当
の
相
談
員
に
、
鷹

野
敏
夫
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
募
集
に
か
か
わ
る
応
募
手

続
な
ど
い
つ
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鷹
野
敏
夫
氏

岱
七
五
|
一
二
三
O

な
お
、
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

O
応
募
資
格
日
本
国
籍
の
満
十
八
歳

か
ら
二
十
七
歳
未
満
の
男
子

O
入

隊

毎

月

下

旬

そ

れ

ぞ

れ

の

教
育
隊
に
入
隊

O
身

分

採

用

日

を

も

っ

て

特

別

職
国
家
公
務
員

O
休

日

完

全
週
休
二
日
制
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花火は夏の風物詩 全国各地で多くの花火大会が聞かれま

す。家庭でもおもちゃ花火を買って、家族で楽しむ機会が増

えますね。このとき注意したいのは、取り扱い方です。おも

ちゃといっても、原料は火薬です。正しく扱わなければやけ

どや火事など事故の原因となります。次の注意点を守って、

楽しく遊んで、くださし3。。花火を上げるときは、人や家に向けたり、燃えやすい物
のある場所では上げないようにしましょう 。。たくさんの花火に一度に火をつけないようにしましょう 。
O 筒もの花火は、火が消えても

筒をのぞかないよう

つ。

0 大人と一緒に上げ、ましょう 。

O マッチやライターを使わず、

ローソクに火をつけてイ吏いまし

ょっ 。。水の用意をしておきましょう

4建

〉

~ 

種 1.lU 摘 要 標準額 (蒲 考

代請
大型トラクター 12，500円 ほ場繋備

及び耕運機
10a 

13，500内 その他

10a 8，000円 ほ場整備
耕 運

培土の場合5割増 9，000円 その他

履 人 時 1，000円

9，000円 ほ場整備
機械田植え 10a 

10，000円 その他

9，500円 ほ場整備

手前 ノてイ ンダー 10a ひも付
10，500円 その他

メIj コンパイ ン
17，500円 ほ場整備

10a乾燥まで
18，500円 その他

1見 穀
10a 

8，000円
助手などは

脱穀のみ 雇主で

水稲・ 育苗 l枚 669円

円)

④ 平成6.7.1

(単位

農事賃金が決まりました

取り扱いを間違えると
やけどや火事の原因に

おもちゃ花火の正しい使い方

平成6年度昭和町農事賃金標準額

しょうわ

。標準額については、消費税込みとする。

広報

ζ 
静静

本町には、私立幼稚園就園奨励費制度があります。

この制度は、私立幼稚園に在園する 3歳児・ 4歳児 ・

5歳児の園児の保護者のみなさんの納める保育料が、一

定の条件を満たす場合に減免される制度です。

各幼稚園を通じて申請書類を配布しましたが、まだお

手元に届いていない場合は、 7月11日までに、町教育委

員会 (ft75-3737) までお問合せください。

ゐ
フ
月
の

お
す
す
め
図
書

⑮⑧⑫  

3歳児・4歳児・5歳児

保育料が

減免される額

80，000!lj 

40，000河

24，000円

16，000円

10，000円

O
ス
ナ
ッ
パ
ー

ロ
デ
ィ
・
ド
イ
ル
キ
ネ
マ
旬
報
社

のみなさんです。

{
児
童
図
書
}

税が非課税の場合

町民税所得害Ijが非課税の場合

5，000円以下の場合

O
S
O
Sは
木
の
下
で

竹
固
ま
ゆ
み

O
リ
ゴ
ベ
ル
タ
の
村

角

川

書

居

工

藤

律

子

O
き
こ
え
る
き
こ
え
る

講

談

社

加

藤

多

一

。
け
や
き
の
木
の
下
で

河

出

書

房

新

社

三

輪

裕

子

O
星
空
キ
ャ
ン
プ

早

川

書

房

村

上

康

成

平成6年度の町民税の額
(園児がいる世帯)

{
一
般
図
書
}

文
渓
堂

1/ 

1/ 

O
哀
し
い
旅
人
た
ち

胡
桃
沢
耕
史

O
恋
に
散
り
ぬ

安
西
篤
子

O
プ
レ
ゼ
ン
ト

松
本
さ
ゆ
り

O
黄
雷
郷
野
阿
梓

草
再
火
火
斗
ヰ

=・一ロ----ロ
4
d
1

53，000円

90，900円

文
渓
堂

民

P
H
P研
究
所

四丁

草
月
火
火
斗
ユ

==ロ-
一--ロ
4
4
1



五
月
二
十
九
日
の
日
曜
日
、
押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
第
三
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
町
民
体
育
館
を
会
場
に
、
第
二
十
九
回
地
区
対
抗
野
球
大
会

・
第
二

十
五
団
地
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
大
会
決
勝
は
、
緊
迫
し
た
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
河
西
チ
ー
ム
が
二
対

一

で
み
ご
と
に
逆
転
勝
ち
を
お
さ
め
、
優
勝
の
栄
冠
を
子
に
い
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
紙
漉
阿
原
チ

l
ム
が
初
戦
か
ら

一
セ

ッ
ト
も
落
す
こ
と
な
く
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
ど
の
チ

l
ム
も
、
若
い
新
し
い
選
手
の
活
躍
が
目
立
ち
、
大
会
の

こ
れ
か
ら
の
発
展
を
予
感
さ
せ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
素
晴
ら
し
い

一
日

で
し
た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O 
野

球

優

勝

!

河

西

準
優
勝
!
西
条
新
田

三
位
|
西
条
一
区
、
紙
漉
阿
原

す
十
一
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

こ
の
種
目
、
昨
年

一
回
戦
敗
退
し
た

河
西
チ

l
ム
が
、
見
事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

O
ママさ'仰ハ

優

勝

|

紙

漉

阿

原

準

優

勝

河

西

三

位
!
西
条
一
区
、
河
東
中
島

古
昨
年
三
位
だ
っ
た
紙
漉
阿
原
チ

l
ム

が
、
今
年
は
優
勝
に
輝
き
、
攻
守
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
河
西
チ
ー

ム
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

e.: -~ 

制限スポレク祭 白

色 女子ソフトボール大会交通安全教室開催
/くート1位に

協チーム
5月15日から22日にかけて、第6回山梨県スポーツ・レ

クリエーション祭が峡中地区を中心に開催され、参加者は

18種目で心地よい汗を流しました。

県内から24チームの参加があった女子ソフトボール大会

では、昭和町と甲西町の 2会場において、それぞれ3パー

トずつに分かれ交流を深めあいました。

このうち昭和町ブロ ックでは、地元昭和体協チームが見

事な逆転劇を演じ、パート 1位に輝きました。

この大会では競技そのものよりも交流に重点がおかれて

いるため、各パートごとに順位がつけられますが、それで

も1位という響きには魅力があるようで、昭和体協チーム

のママさんの笑顔にもすがすがしさが感じられました。

‘押原小学校砂

自転車を
安全に
乗るために

昭

小学生の交通事故のうち、自転車による事故はなかな

か減少しない状況にあります。そこで実践的学習を取り

入れ、正しい乗車法を身につけさせることによ って、交

通社会の一員としての意識をも ってもらうことを目的と

して、 5月24日、押原小学校の 3、4年生を中心に、交

通安全教室が開催されました。当日は 3年生が校庭を中

心に、 4年生が学校周辺の道路を中心に、南甲府警察署

員や婦人交通指導員の指導のもと自転車乗車法を学びま

した。子どもたちもそれぞれ真剣に取り組んで、いました。

』

V
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
、
ス
ポ

レ
ク
祭
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平成6.7.1 しょうわ広報

hv
横
断
歩
道
を
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ご
存
じ
マ
す
か

一舎
年
院
住
民
税
め

ι

-

1

一

一特
別
減
税
が

aり
ま
す
。
一

平
成
六
年
度
の
個
人
の
町・
県
民
税
(平

成
五
年
中
の
所
得
に
対
す
る
町
・

県
民

税
)
は
、

一
年
限
り
の
特
別
措
置
と
し

て
、
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
別
減
税
の
額

平
成
六
年
度
分
の
個
人
の
町
・

県
民

税
所
得
割
額
の
二
十
%
相
当
額
で
す
。

た
だ
し
、
二
十
%
相
当
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
場
合
は、

二
十
万
円
が
限
度

と
な
り
ま
す
。

特
別
減
税
の
実
施
方
法

減
税
の
方
法
は
、

個
人
の
町
・

県
民

税
所
得
割
額
か
ら
特
別
減
税
額
を
控
除

し
ま
す
。

-
給
与
所
得
者
の
場
合

平
成
六
年
六
月
分
お
よ
び
七
月
分
を

徴
収
せ
ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た

後
の
年
税
額
を
八
月
か
ら
翌
年
五
月
ま

で
の
十
ヵ

月
間
で
徴
収
し
ま
す
。

-
事
業
所
得
者
、
公
的
年
金
受
給
者
な

ど
の
場
合

平
成
六
年
七
月
分

(第
一

期
)

の
納

税
に
お
い

て
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
(
包
七

五
!
一
一
一

一
一
内
線

m
-m
)ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

下記の例を参考にしてください

・特別徴収(給与収入700万円の夫婦と子ども 2人の場合)

減税前 町・県民税額242，000円

減税後 町・県民税額194，000円

※(242，0000円-2，200円)x20%与48，000円

町・県民税額均等割額 減税額 (100円未満端数切り上げ)

O平成6年度のみ年税額を 10か月で徴収(下表のとおり)

9月"-.J5月8月7月6月

20，100円20，100円20，100円20，900円

⑥ 

町
で
は
、
納
税
者
の
利
便
を
図
る
た

め
、
口
座
振
替
制
度
を
推
進
し
て
い
ま

す。

町
税
な
ど
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で
グ

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
税
金
な

ど
の
納
付
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す

の
で
、
便
利
で
確
実
な
預
金
口
座
か
ら

の
振
替
納
付
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-普通徴収(事業所得500万円の夫婦と子ども 2人の場合)

減税前 町・県民税額213，000円

減税後 町・県民税額170，800円

※(213，0000円-2，200円)x20%与42，200円

町・県民税額均等割額 減税額 (100円未満端数切り上げ)

O平成 6年度は、 |期で減税して徴収(下表のとおり)

I 1期-7月 I2期-9月

19，400円19，400円。円。円

4期-1月3期一 11月

53，000円

53，000円

53，000円

53，000円

53，000円

53，000円

54，000円

11，800円

申
し
込
み
方
法

-
口
座
振
替
依
頼
書
(
役
場
・
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
)
に
よ
り
金
融

機
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
0

・
持
参
す
る
も
の

預
金
通
帳
・
通
帳
届
出
の
印
鑑
・
納
入

通
知
書

利
用
で
き
る
税
目
な
ど

-
町
県
民
税
(
普
通
徴
収
分
)

・
固
定
資
産
税

-
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
国
民
年
金
保
険
料

ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

-
山
梨
中
央
銀
行

.
中
巨
摩
東
部
農
業
協
同
組
合
昭
和
支

所
、
西
条
支
所
、
常
永
支
所

.
甲
府
商
工
信
用
金
庫

-
巨
摩
信
用
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫

・
東
京
相
和
銀
行

.
第
一
勧
業
銀
行

.
さ
く
ら
銀
行

-
富
士
銀
行

平成6.7.1 
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利
用
で
き
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預
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-
普
通
預
金
(
総
合
口
座

・
当
座
預
金

広報

振
替
日

-
各
納
期
の
最
終
日
に
振
替
し
ま
す
0

・
全
納
分
は
全
期
納
入
期
日
(
そ
の
日

が
休
業
の
場
合
は
、
そ
の
前
営
業
日
)

で
す
。

振
替
の
開
始

-
申
込
月
(
二
十
日
締
め
)
の
二
ヶ
月

以
後
の
納
付
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

お
間
合
わ
せ

役
場
(
包
七
五
1

一
一
一
一
一
)

・
税
務
課
(
内
線

m-m
)

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

-
町
民
窓
口
課
(
内
線

m-
m)

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料



年
金
の
請
求
は

慎
重
に
刀

老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
希
望
す
れ
ば
六
十
五
歳
ま

え
で
も
繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ

り
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
老
齢
基
礎

年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
る
と
、

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
老
齢
厚
生
年
金

や
退
職
共
済
年
金
の
方
が
支
給
停
止
と

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

り
上
げ
請
求
に
は
制
限
が
あ
る
う
え
、

年
金
の
支
給
額
も
低
い
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
慎
重
に
し
た
い
も
の
で
す
。

mw

ポ

g
ル

υ
岬

器

よ

一下

ω削

w
n
y〆
内
ン

z
d解
採

一
保
険
料
の
納
付
は

i

J
日
分
の
た
め

一

み

ん

な

の

た

め

一

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
人
」
す
べ
て
に
納
め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
六
十
歳
ま
で
き
ち
ん
と
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
の
年
金
が
受

け
ら
れ
る
の
で
す
。

納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
納
め
な
い
期
間
が
長
く
あ
る

と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
万

一
の
事
故
の
と
き
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
毎
月
「

一
一
、
一

0
0
円
」
は
国
民
年
金
の
保
険
料
と
し

て
必
ず
準
備
し
て
お
い
て
納
め
ま
し
ょ

、つノ
。な

お
、
納
付
組
織
に
加
入
す
る
か
、

口
座
振
替
で
納
め
る
の
も
便
利
で
す
。

詳
し
く
は
、
昭
和
町
役
場
の
国
民
年
金

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
(
宮
七
五
l

一一

一
一
一
)

老齢基礎年金は、原則として65歳から
受けられますが、希望すれば65歳になる
蔚からでも受けられます。

ただし、下表の受給率で減額され、65
歳になっても100%にもと‘りません。ま
た、66歳から70歳の障に繰り下げて受給
することもできます。この場合は、増額さ

れた年金を受けられます。

ロ
灰
土
品
ナ広

※
な
げ
し
:
・
日
本
建
築
で
、
柱
か
ら
柱
へ
渡
し
て
壁
に
取
り
つ
げ
る
横
木
。
⑦

注

柱
ゃ
な
げ
し
に
残
っ

た
ク
ギ
穴
は
、
気
に
な

る
も
の
で
す
。
小
さ
な

ク
ギ
穴
や
傷
あ
と
な
ら
、

ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
と
木
工
用

接
着
剤
で
簡
単
に
ふ
さ

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
の
先
に

接
着
剤
を
つ
け
、
ク
ギ
穴
に

'

埋
め
込
み
ま
す
。
カ
ッ
タ
ー

'

で
ツ
マ
ヨ
ウ
ジ
の
余
分
な
部

'

分
を
、
柱
を
傷
つ
け
な
い
よ

.
，

う
に
注
意
し
な
が
ら
そ
ぎ
落

聞
自

と
し
ま
す
。
ク
ギ
穴
が
大
き

岡
国

い
場
合
は
割
り
ば
し
を
削

田
盟

り
、
同
じ
要
領
で
穴
を
埋
め

曙
盟

ま
す
。

開
封
-

柱
の
穴
が
大
き
い
と
き
は
、

照
幽

市
販
の
パ
テ
(
充
て
ん
剤
の

開
幽

一
種
)
を
使
っ
て
補
修
し
ま

臨
臨

す
。
小
さ
な
竹
べ
ら
か
木
べ

圃
司

ら
に
パ
テ
を
適
量
(
少
な
め

司

に
)
つ
け
、
手
早
く
穴
を
埋

司

め
ま
す
。
パ
テ
は
白
色
か
グ
レ
ー
な

ど
数
種
類
し
か
な
い
の
で
、
使
う
前

に
木
の
色
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
お
き

ま
し
ょ
う
。

埋
め
た
後
は
、
柱
の
表
面
に
つ
い

た
パ
テ
を
、
目
の
細
か
い
サ
ン
ド
・

ペ
ー
パ
ー
で
軽
く
磨
い
て
取
り
除
き

ま
す
。

ニ
ス
が
塗
つ
で
あ
る
柱
は
、

補
修
を
し
た
部
分
に
つ
や
が
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
そ
の
部
分
に
、
ニ
ス

を
塗
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

柱
の
穴
と
同
様
に
気
に
な
る
の
が
、

部
屋
の
壁
の
ひ
ぴ
や
穴
で
す
。
補
修

部
分
に
霧
吹
き
を
し
て
湿
ら
せ
、
竹

べ
ら
か
木
べ
ら
の
先
に
パ
テ
を
適
量

つ
け
て
、
ひ
ぴ
や
穴
に
詰
め
ま
す
。

コ
ツ
は
、
薄
く
む
ら
な
く
詰
め
る
こ

と
で
す
。
大
き
く
深
い
穴
は
、
何
回

に
も
分
け
て
詰
め
ま
す
。
た
だ
し
、

先
に
詰
め
た
パ
テ
が
乾
い
て

か
ら
詰
め
な
い
と
、
上
手
に

役

詰

め

ら

れ

ま

せ

ん

。
パ
テ
が

」

乾

い

た

ら

、

目

の

細

か

い

サ

必

ン

ド

・

ペ

ー

パ

ー

で

表

面

を

引

平

ら

に

す

れ

ば

、

補

修

は

完

引

了

で

す

。

。

繊

維

質

の

壁

は

、

部

分

補

室田や

修

を

す

る

と

新

旧

が

目

立

つ

ジ

て

見

苦

し

く

な

り

ま

す

。
全

ウ

体

を

塗

り

変

え

て

、

部

屋

の

ヨ

リ

フ

レ

ッ
シ
ュ
を
し
た
ほ
う

マ

が

い

い

で

し

ょ

う

。
繊
維
質

H
d

の
壁
の
材
料
は
、

工
務
庖
や

日
曜
大
工
用
具
を
販
売
し
て

い
る
庖
な
ど
で
売
っ
て
い
ま
す
。

平成6.7.1しょうわ
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恵美

女「学校検尿の異常」

(腎尿路系の病気について)

x:s比
五五沢小児科山梨医科大学助手

一
口
に
検
尿
の
異
常
と
言
っ
て
も
、

大
き
く
三
つ
の
異
常
が
あ
り
、
そ
れ
は

血
尿
、
蛋
白
尿
、
尿
糖
で
す
。
前
の
二

つ
の
血
尿
、
蛋
白
尿
は
腎
尿
路
系
の
異

常
を
示
す
も
の
で
、
三
番
目
の
尿
糖
は

糖
尿
病
の
初
発
症
状
と
し
て
見
つ
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
異
常
を
指

摘
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
病
気
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

始
め
に
、
病
気
で
あ
る
か
否
か
の
確

認
が
必
要
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
は
病
院

で
精
密
検
査
を
受
け
ま
す
。
二
度
三
度

と
続
く
尿
の
異
常
は
、
慢
性
の
病
気
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
、
代
表
的
な
腎
尿

路
系
の
疾
患
と
し
て
は
、
慢
性
糸
球
体

野中勇志くん

腎
炎
(
慢
性
腎
炎
)
や
ネ
フ

ロ
l
ゼ
症

候
群
、
尿
路
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
尿
の
異
常
に
特
徴
が
あ
り
、
そ

の
程
度
は
様
々
で
、

比
較
的
短
期
間
で

治
癒
す
る
も
の
か
ら
、
腎
臓
の
機
能
が

次
第
に
損
な
わ
れ
て
腎
不
全
に
至
る
も

の
ま
で
色
々
と
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
病

院
で
行
な
う
主
な
検
査
と
し
て
は
、

血

液
検
査
、
超
音
波
検
査
、
尿
路
系
の
造

影
検
査
、
腎
生
検
、
尿
培
養
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
幸
い
最
近
は
検
査
方
法
が
進

歩
し
、
以
前
に
は
解
か
り
に
く
か

っ
た

も
の
が
比
較
的
簡
単
に
検
査
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
一
つ
注
意
し
て
欲
し
い
の
は
、

腎
臓
の
病
気
の
場
合
、
病
気
が
重
け
れ

ば
さ
ぞ
か
し
本
人
の
具
合
が
悪
い
だ
ろ

う
と
思
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
重
症
で
あ
っ
て
も
症

状
が
出
に
く
い
た
め
、
症
状
が
出
て
き

た
と
き
に
は
既
に
回
復
で
き
な
い
く
ら

い
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
校
検
尿
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
症

状
が
出
る
よ
り
も
早
く
、
異
常
を
見
つ

け
る
非
常
に
良
い
手
段
な
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
進
行
性
の
重
い
腎
臓
の
病
気
は

非
常
に
少
な
く
、
あ
ま
り
心
配
の
い
ら

な
い
良
性
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
万
一
治
療
が
必
要
な
病
気
で

あ
っ
た
場
合
は
、
原
因
や
詳
し
い
病
気

の
様
子
が
分
か
れ
ば
、
早
く
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
病
院
で

の
検
査
を
き
ち
ん
と
受
け
、

納
得
が
い

く
ま
で
よ
く
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
企
画

財
団
法
人

里
仁
会

@ 平成6.7.1しょうわ

(
四
月
二
十
八
日
1
五
月
三
十
一
日
受
付
柿
略
)

西河築西西西河上築河西河河上 安
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塩 野野 矢 三 東松五津 j度 神川 鷹 芦 幸
田中z崎 井口田昧登謹z又野沢 氏 ヌ
陸香お瑠年麻彩大友和奈健公祐名 長
大歩い美夫 美 華空哉貴美太威 人 ご

成
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お
幸
せ
に

地
区

氏

名

上

河

東

野

津

佳

昭

O
望
月
恵
美
子

紙

漉

阿

原

深

津

裕

明

。
上
野
小
百
合

西
条
二
区

長

田

和
興

O
宮
川

京
子

西
条
新
田
加
々
美
徹
也

O
大

森

由

美

西

条

二

区

金

丸

武

士

O
青
柳
み
ど
り

清

水

新

居

植

田

宏

平

O
斉

藤

真

弓

西

条

二

区

相

羽

由

尚

O
樋

口

英

子

紙

漉

阿

原

清

水

正

信

O
中

津

由

香

A'お
悔
み
@
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地
区

氏

名

(

届

出

人

)

西

条

二

区

都

築

ぬ

い

(

正

式

)

上

河

東

鈴

木

米

子

(
正
雄
)

押

越

小

林

勇

(

文

雄

)

清

水

新

居

五

味

英

司

(

英

男

)

清

水

新

居

萩

原

光

恵

(

節

子

)

西
条
二
区

前

川

裕

美

(

慎

吾

)



おいしそ-!!⑥まあ、@ 〈楽しいクッキング〉

塩...................・・・・・・・・少々

バニラエッセンス……少々

マーガリン・・・・・・・・・・・・・・・少々

ベーキングパウダー…小さじ1/2

個

ブ

ブ

ブ

4
ツ

ツ

ツ

カ
カ
カ

n
ζ
A『
凋

4

，FF
，rf
，rf
 

』

l
凋

1
9
u

チタス

料
…
粉
ン
・

材

…

力

一

糖

・

卵

薄

コ

砂
ロ

-作り方
⑦卵は自身と黄身に分ける。

②カッター|こ自身と塩少々を入れ、泡立てる。

③②に黄身と砂糖、エッセンスを加え更lこよく混ぜる。
④リフ、鍋にマーガリンを薄くぬって、とろ火で暖めておく。

⑤③に薄力粉、コーンスターチ、ベーキングパウダーを加え混

ぜる。

⑥暖めておいた鍋に、⑤を流し入れ鍋をトントンと軽く打ち付

けて、空気を抜く。

⑦蓋をしてとろ火で10'"'-'15分位焼く(表面が乾くと出来上がり)
⑧鍋をぬれ布巾の」こにのせて、ケーキを巻きすの上に取り出す。

⑨好みのジャムをぬり、巻きすで巻いて形を整え輪ゴムでi上め

ておく。

ιν
 -E
，
 
ケ

キ

食生活改善推進員

米山律子さん(西条一区)

ちょっと一言
*リブ鍋とありますが、厚焼卵

用フライパン(四角のもの)で

'焼くといいと思います。ジャム

のほかに生クリームもおいしい

です。

?ヲ・

、ー

ほ

つ

つ

潮
騒
の
こ
こ
に
届
か
ず
山
茶
花
の

ひ
そ
や
か
に
咲
く
戦
犯
の
碑
に

布
巻
き
し
棒
大
木
の
並
び
立
ち

橋
口
あ
ら
た
に
土
手
築
か
れ
ぬ

ば
ら
色
の
余
光
染
ま
る
西
の
空

稜
線
影
絵
と
な
り
て
ひ
そ
け
き

若
者
が
火
を
つ
け
て
去
る
ご
み
捨
場

ぽ
ん
ぽ
ん
は
ぜ
る
物
の
混
じ
り
て

日
ト
ン
の
重
さ
幾
百
並
ぴ
た
る

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
海
岸
を
ゆ
く

恋
猫
は
夜
半
の
し
じ
ま
を
雪
の
中

声
を
限
り
に
鳴
き
て
眠
れ
ず

豊
富
の
郷
に
お
は
す
る
六
地
蔵

一
基
い
つ
き
の
名
前
聞
き
い
る

す

す

み

砲
車
率
く
人
馬
と
も
ど
も
進
撃
た
る

黄
河
の
ほ
と
り
雲
低
く
垂
れ

残
照
に
染
ま
る
ナ
イ
ル
の
河
遊
び

ヒ
ロ
イ

ン
め
い
て
時
刻
を
忘
れ
じ

こ
ん
こ
ん
と
ふ
る
粉
雪
に
ま
み
れ
つ
つ

夫
は
植
木
の
雪
を
は
ら
い
お
り

庭
先
に
赤
く
実
を
つ
け
南
天
を

知
ら
ず
に
小
鳥
の
え
さ
も
又
よ
し

掌
に
足
し
て
も
足
し
て
も
吾
年
齢
に

満
た
な
い
ま
ま
落
つ
年
の
豆

雪
降
り
て
餌
あ
さ
る
鳥
ら
枝
ゆ
す
り

ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
の
赤
き
実
な
く
な
る

追
働
忘
年
声
の
高
ら
か
に

今
だ
に
聞
こ
ゆ
吾
が
耳
底
に

部
屋
中
を
せ
ま
し
と
孫
は
ハ
ネ
ま
わ
る

歩
き
始
め
て
二
ヵ
月
足
ら
ず

喜

々
と
し
て
母
子
で
作
り
し
雪
ダ
ル
マ

も
た
れ
合
い
つ
つ
四
こ
な
ら
べ
り

幼
児
の
手
を
引
く
姐
無
縁
仏
に

一
握
の
菊
懇
ろ
に
さ
す

鶴
ヶ
岡
会
館
に
て
の
ク
ラ
ス
会
通
知

円
覚
寺
た
し
か
め
出
席
し
た
た
む

ス
イ
ミ
ン
グ
の
孫
の
タ
オ
ル
に
こ
だ
わ
り
し

老
吾
の
心
い
た
く
う
と
ま
し

短

歌
磯
部

井
上
み
よ
子

伊
藤

A、

津
河
田

桑
原

輿
石
き
だ
代

志
村

口向野
鷹
野
き
く
代

田
中
十

代

内
藤
ふ
く
次

中
込

中
沢

{呆
士反

松
岡

山
下
美
津
子

山
本

渡
辺

信
与

良
江

玉
枝

女子
子

丑
寅

久
雄

久
枝

信
子

静
代

順
子

満
子

秀
子

秀
子

• 
合
月
の
花
木

《
力
サ
フ
ラ
ン
力
》

花
言
葉
日
雄
大
な
愛

ケ ま本 |; ι逸男・ぷ議機幾動4つ真特
とますがち iム山 _":...'r ... 箇‘鍍九; ぷつのこ
した 。五な 盤謬略奪縄露豪華 a圃圃蝉隣組晶画Jり白花の
て 、 千み 機饗込 守司軍曹司・圃圃・圃・置 になぴカ
も女 円に |喰週弘 、 品 一-.・・・圃 ひ大らサ
た性 と、 機禅譲歩 ー .....-圃銀製鋼臨 ろきにブ
くに 、庖 監にん / 置関襲撃喝曹 げな見ラ
さ人 と先 際環鷹町 努 A ‘圏整可 て六らン
ん気 てに 齢... _."'..."""_ .~賜....... ?ゅべ長ゑ1咲枚れカ
でが も並 …一詳細ー~~竹一ーら 」品瑚 きのるは

まあ雄ん ま花斑ユ
わり 大でいのれ大さ なは を女すぴ点リ
つ、 ないま大、なに花香な香も王。らは科
てブ 価るす輪一愛ち言りくりつ様まをまで
いラ 格値 O の校』な葉が、はてとる豪っす
まイ を段 花にとんも漂ス甘いいで快たが
すダ 誇の が五名で花いトいまつ、にく
。ル つ方 つ輪付かのまレ香すたユ自なユ
ブ ても いほけ 」大す lり。風 リイ言 くリ
l いー てどら雄き。トで 格のた、独

G 
g 
日々気温はグングン上昇の

一途をたどり、い よいよ夏本

番です。冷たい飲み物や、冷

房器具が必要な時期になり ま

した。

こんな暑さのなかでも、竹

笹に願い事を記 した短冊 をつ

るす七夕の夜は、浴衣姿にう

ちわを持ち、夏の風情を楽し

んでみてはいか

がでしょうか。 /""一副色
ー

また、特に日 /ド.4.:.，:.，

差 しの強いこの )己反副長W
時期、 日焼け対 ¥ 臥;5¥Dbt
一策も心がけたい ¥了尚道TrU

ものです。
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「郷土の歴史」講座

6月から月1回 武田氏の興亡

を軸に中世から近世の郷土史を3

回の現地野外研修を折り込んで、の

講座ですO

いきいきやまなし県政パスが発車します。
県では、みなさんに県や地域の特色ある施設などを見学

していただき、みんなで住みよい 「やまなし』を築くため

に、この催しを実施しています。

総合コース、のぴゆく産業コース、親子

で学ぼうコース、ふるさと文化コース

各コース 50人

前期 8月4・5・10日

中期 8月18・24・25・26日

後期 8月31・9月1日

前期 7月20日まで

中期 8月1日まで

後期 8月25日まで

県広報協会峡中支部

~37-1111 (内線1804~1807)

~23-l360 (直通)

ス

員

時

人

日

.コ
-募 集

.実施

「信玄の父信虎の乱世」
甲斐圏内の統一

「信玄の誕生と少年時代の試練」

「史跡 野外研修一甲府市内一」
武田氏館跡 ・円光院・魔縁塚 ・逆さ

塚 ・大泉寺 ・法泉寺 ・東光寺

「領土拡張諏訪侵攻から川中島決戦」

「史跡 野外研修一塩山市内一」
恵林寺 ・放光寺 ・景徳院 ・大善寺

「長男義信の件」
-駿河侵攻と義信の悲劇一

「三方原決戦J(京をめざす破竹の進撃)
一信玄の死悲劇の将勝頼一

「史跡野外研修 韮崎市内」
願成寺 ・武問八幡 ・新府城 ・光明寺

6月17日(金)

7月8日(金)

9月16日(金)

第 1回

第2圏

第3回

10月28日(金)

11月18日(金)

1月l3日(金)

2月10日(金)

第4圏
第5回

第6回

第7固

3月10日(金)第8回

-募集 期間

-間合わせ先

及ぴ申し込み先

講師町文化財審議会々長

山梨文化学園名誉学園長

山口 国 光氏

*まだ定員に、若干の余裕がありますので、御希望の方は

15-373'までご連絡下さい。

⑮

や
ま
な
し
文
学
賞
募
集

本
賞
は
、
平
成
四
年
四
月
、
山
梨
県

に
ゆ
か
り
の
深
い
樋
口
一

葉

の
生
誕
百

二
十
年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
の
文
学
振
興
を
は
か
り
、
日

本
の
文
化
発
展
の

一
助
と
し
て
、
小
説

と
研
究
・
評
論
の
二
部
門
が
設
け
て
あ

り
ま
す
。
ふ
る

っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

・
応
募
・
間
合
わ
せ
先

や
ま
な
し
文
学
賞
実
行
委
員
会
事
務
局

(
県
立
文
学
館
内
包
三
五

l
八
O
八
O
)

七
月
は
労
働
者
派
遣
事
業

適
正
運
営
推
進
月
司
で
す
。

労
働
者
派
遣
事
業
は、

労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け、

又
は
、
届
出
を
行
っ

た

派
遣
元
事
業
主
に
限
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

行
う
こ
と
の
で
き
る
業
務
は
、
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
開
発
、
事
務
用
機
器
操
作
、

建
築
物
清
掃
、
受
付
・

案
内
・
駐
車
場

管
理
等
十
六
の
適
用
対
象
業
務
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
は
、
許
可

・

届
出
を
行
っ

た
派
遣
元
事
業
主
か
ら、

「事
業
対
象
業
務
」
の
範
囲
内
で
行
っ
て

下
さ
い
。

相
談
、

お
問
合
せ
は
、

ハ
ロ
l
ワ
ー

ク
甲
府

(甲
府
公
共
職
業
安
定
所
)
ま

で
お
願
い

し
ま
す
。

(包
三
二
|
六
O
六
O
)

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 4

月分の医療費は、約2698万 4千円

です。(前年同月比19.54%の減)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう。

。i
句、陸?の
¢ド魚

⑩ 

文
化
協
会

「
'
沢
主

B

亘
-t

三
目
立
口
」

「
大
正
琴
部
」

今
年
の
文
化
協
会
総
会
で
、
あ
ら
た

に
設
立
、
入
会
が
決
ま

っ
た
「
歌
謡
部
」

と
、
新
会
員
を
募

っ
て
、
再
出
発
を
計

画
中
の
「
大
正
琴
部
」
が
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
者
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入

会
出
来
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
間
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
(
包
七
五
|
三
七
三
七
)

事
務
局
ま
で

平成6.7.1 しょうわ広報

N
H
K
学
園
で
は
、

生
涯
学
習
通

信
講
座
夏
期
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

O
案
内
書
(
無
料
)
を
ご
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の

う
え
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

干

一
八

六

|
O
一

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

一
一
ー
ー
三
十
六

N
H
K
学
園
八

E
m係
宛

包
(
O
四
二
五
)
七
二

l
コ
二
五
一

EZTiFZコ
「気をつけて

朝の一言 忘れずに」

==5月分



C保健衛生だより5
手し 児 健 康 吾ロ4ジP 査 総合健診のおしらせ
実施日 該 当 ノ!日し 受付時間

7月T白から町の総合健診が始まります。
平成6年3月生まれ 午後1時----1時30分

受診の申し込みをされた方!こは、各地区の愛育班7月刊日

(火) 員さんからみどりの健診パッグガ配られます。受

平成5年12月生まれ 午後f時30分----2時 診目、受付時間、持ち物など確認のうえ、バッグ

を持って健診会場へお越しください。

実施日 該 当 j! 日し 受付時間
-日時・会場

平成5年6月生まれ 午後?時----1時30分 月 日 ~色::;;:、 場 対象地区

7月20日 7月↑日(金) 西条小体育館 西条二区
(水) 2日(土) ノノ 西条一区・西条二区

平成5年9月生まれ 午後T時30分----2時
3日(日) 町総合会館 西条地区・押越

4日(月) ノノ 西条新田・紙漉阿原
場所総合会館

5日(火) ノノ 河東中島
持ち物 母子手11長・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

6日(水) 清水新居公民館 清水新居

7白(木) 常家児童館 飯喰・河西
手し 児 東2主交三 耳ラ 外 科 模 吾ロ会ジ

8日(金) ノノ 上河東・上河東二区

実施日 7月26日(火) 10日(日) 町総合会館 常京地区・河東中島・紙漉阿原

受付時間午後1時----1時30分 11臼(月) ノノ 築地新居

場 所総合会館 12日(火) ノノ 押越

該当児平成6年3月~平成 6年4月生まれのお子さん (受付時間午前8時--10時30分)

持ち物母子手帳
-健診バッグは、結果報告会の時にもお持ちください。* 3月生まれのお子さんには、神経芽細胞腫検査の説明と検
-結果報告会は 8月22日(月)-29日(月)に行なわれる予

査セ ットの配布をいたします。 定ですので、忘れずにおいでください。

-結核レントゲン検査の受診票も忘れずにお持ちください。

3 歳 児 健 康 吾ロ合ジ 査
イ也の機関で受診する場合も、受診票は提出してください。

実施日 7月21日(木)
安 産 教 室望者寸時間 午後?時~↑時30分

場 所総合会館

該当児平成 3年4月一平成3年 5月生まれのお子さん 日時 7月15日(金). 22日(金)午後f時30分----4時
及ぴ前回未受診のお子さん 場所総合会館

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて 対象者 出産予定月が平成6年8月-11月までの方

の質問票・尿検査セット 内容母乳育児、お産に対する講義、妊婦体操や呼吸法の

実技など

田子手帳受付及び一般健康相談
*お産への心構えを、そして、妊婦さん同志が知り合える機

日 時 7月8日(金) . 18日(月)・ 25日(月) 会となる教室です。

午前9時~什時30分

場 所総合会館

※母子子帳の交付を希望される方は印鑑をお持ちください。 飼えなくなつだ犬・猫の収集日
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい 日 時 7月f日・ 15日(金)午前何時50分----10時55分

ますので、お気軽にお出かけください。 場 所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて ください。また、

1) /¥ ビ 1) 教 室
猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

-保健・健康に関するお問合せは
日 時 7月15日(金) .27日(水)

役場健康福祉課保健指導係
訓練会場総合会館機能訓練室

ft75-2111 内線252・253までどうぞ

⑪広報しようわ平成6.7.1
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※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入し

てください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前 8時30分までに出してく

ださい。

※燃える物、燃えない物の分別はしっかりお

こなってください。

※粗大ゴミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談ください。包75-2111(内線226)
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